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  海の環境を守る

https://illustrator-factory.com/
various-sea-creatures/
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【マイクロプラスチックとは】�
5mm以下の小さなプラスチックのこと�
これらは海洋、食物、水に広く存在する汚染物質
であり、生態系と人間の健康に危険を及ぼしてい
ます。マイクロプラスチックは、大きなプラスチ
ックの破片がどんどん小さな破片に分解されるな
ど、さまざまな発生源から発生します。マイクロ
ビーズはマイクロプラスチックの一種で、角質除
去剤として添加される非常に小さなポリエチレン
プラスチックの破片です。�
�
�
�
�
【化学成分とは】�
化学成分とは、特定の物質がどのような化学的要
素で構成されているかを示す言葉です。多くの物
質は、いくつかの異なる化学成分から成り立って
います。

引用 : www.google.co.jp

Photographed by Oregon state university from https://
www.flickr.com/photos/oregonstateuniversity/

https://toha.fromation.co.jp/
archives/28970



ビニール袋やペットボトルなどの人工物
（工場で作られたもの）には、有害な化
学成分が含まれています。�
さらにビニール袋やペットボトルなど
は、捨てると、風にとばされて波などで
徐々に小さく削られていって、プラスチ
ックの粒（マイクロプラスチック）が作
られます。それを海の生き物が食べ物と
勘違いして食べてしまう事があります。�
つまり、ビニール袋やペットボトルなど
を捨てるということは、私たちの町の誇
りである美しい海を私達の手で汚すとい
うことです‼︎。

出典　https://shoutokumaru.co.jp/sightseeing.html/3ydvjn 出典　https://www.wwf.or.jp/activities/
basicinfo/3776.html



実際私たちがゴミ拾いの体験をした結果、マイクロ
プラスチックやその他のごみなどを見つけました。�
�
�
�
�
�
�
なぜマイクロプラスチックには色がついてるの？�
�
•�もともとの色: 製品を作るときに色が練り込まれ
ているから。�

•�砕けてもそのまま: 小さくなっても色は消えずに
残っている。�

�
ゴミ�
ボールペンやビニール袋、ステッカー、人工物など
を見つけました。�
今回見つけた人工物には、３ページの通り海にとっ
て有害な化学成分が含まれているものがあります。�
�
真鶴の海には、たくさん生き物がいます。ゴミを減
らさずにごみを捨て続けていると、やがて生き物が
過ごせなくなる環境になっていきます。しかし、私
たちは真鶴の海の生物多様性を守っていきたいで
す。



【自分たちにできること】�
�
•�ごみをポイ捨てしない。�
→ポイ捨てをするとプラスチックごみが海や
川に流れてしまい、海の生き物がプラスチッ
クごみを食べてしまうことがあるからです。�
•�ごみはごみ箱に捨てる。�
•�ごみが散らばらないようにまとめて捨てる｡
　　　　　　�
������•�プラスチック、燃えるご

み、空き缶、ビンなど分
別をする。�

�　　　　　　      •  ペットボトルはプラスチ
ックだからペットボトルを買うよりも、家
から水筒を持っていく方がプラスチックの
量が減る。�

•�買い物に行く時はビニール袋（プラスチッ
ク）を買うのではなく、マイバッグを持っ
ていく方がプラスチックの量が減る。�

�
�

引用 : www.google.co.jp
https://www.ac-illust.com/main/
detail.php?id=2636224

https://www.ac-illust.com/main/
detail.php?id=854637

引用 : www.google.co.jp

引用 : www.google.co.jp

https://support.google.com/legal/
answer/3463239?hl=ja-JP

https://www.ac-illust.com/main/detail.php?id=22852772



みんなに伝えたいこと�
�
真鶴の海にはたくさんのごみとマイクロプラス
チックがありました。これを減らすために、ビ
ニール袋の代わりにエコバッグを使用し、プラ
スチック製品などを捨てないようにしましょ
う。これをすれば海を守ることにも繋がります。�
ゴミを捨てると、そのゴミが海に流れる可能性
があります。そして魚が小さなマイクロプラスチ
ックを食べます。そして、魚を食べる人もマイク
ロプラスチックを食べると、体に影響がありま
す。�
化学物質を海に流さない。海の生き物に影響を
与える可能性があります。私たちが持つこの貴
重な海と環境を守りましょう。�
�
�
�
�

�

https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fja.pngtree.com%2Ffreepng
%2Fwaste-barrel-in-the-
ocean_4706346.html&psig=AOvVaw0lKQvGexUqOQwYi_KpBGB2&ust=1773119663600000&so
urce=images&cd=vfe&opi=89978449&ved=0CBgQjhxqFwoTCIjMjtCHkpMDFQAAAAAdAAAAABAE

https://www.ac-illust.com/main/search_result.php?
word_id=&order=1&format=all&qt=&creator=&ngcreator=&nq=&qid=&creator_id=&orientation=&crtsec=&
pp=210&ofpp=0&search_word=%E3%82%B4%E3%83%9F%E6%8D%A8%E3%81%A6%E7%A6%81%E6%AD
%A2&page=0&mode=cate&cid=41&cword=%E7%94%9F%E6%B4%BB



【感想】�
•�岩海岸でごみ拾いをすることで、海には特にプラスチックや
人工物のごみが多いことを知りました。私たちが普段使って
いるビニール袋やペットボトルなどは海にいってしまえば海
の生き物からしたら有害であることを知ったので、これから
はエコバッグを使ったり、水筒を使うなど私たちにできるこ
とをしていきたいです。［メンバーＲ］�

•�ポイ捨てをすることで、そのごみが海にたどり着いて、魚が
ゴミを食べてしまったらごみを食べた魚を人が食べてしま
う、魚にも人にも悪影響になってしまうことが分かりまし
た。一人一人の行動で、海の環境が大きく変わるということ
が分かったので、ポイ捨てをしないようにしたり、少しでも
プラスチックの量を減らそうと意識したりしていきたいで
す。［メンバーＭ］�

•�ゴミ拾いに行き、マイクロプラスチックについて学びました。
魚がマイクロプラスチックを食べ、人間がその魚を食べると、
マイクロプラスチックが私たちの体に入り込み、体に良くあり
ません。これを防ぐために、プラスチック製品を使用しない、
エコバッグを使ってごみを捨てないようにしましょう。�

    ［メンバーＶ］�
•�ごみ拾いなどを通して、私たちの町や海にごみを捨てるの
は、生き物にも環境にも良くない事がわかりました。これか
らはポイ捨てをしない以外にもゴミ拾いをしたり、リサイク
ルに協力をするなど、一人一人出来る事に貢献していきたい
です。［メンバーＭ］�

•�岩海岸でゴミ拾いをしてみて、マイクロプラスチックがたく
さんあってびっくりしました。他の所は、岩海岸よりもマイ
クロプラスチックがたくさんあると思うので、そこを調べて
みたいです。そして、生き物たちが間違えてビニールの袋や
プラスチック製品を食べてしまうので、プラスチックゴミを
減らしていきたいです。［メンバーＲ］


